
 

 

 
 

令和７年度 事業計画 

 

令和６（２０２４）年度は度重なる自然災害による建築物の損壊と再建、ア

フターコロナ時代の住宅やオフィスに対するニーズの多様化など、建築設計業

界は大きな転換期を迎えました。令和７（２０２５）年４月にはカーボンニュ

ートラルの実現を見据え、省エネ対策、木材利用の促進、既存建築ストックに

ついて建築基準法が改正されます。さらに２０３０年には省エネ基準はさらに

厳しくなり、ＺＥＨレベルまで引き上げられます。 

建築士は、建築物の設計等を通して地域の景観、防災、地域文化形成にも影

響を与えます。建築物の社会的責任を果たすには、建築物のライフサイクル全

体を考慮し、環境への影響を軽減し、資源の有効活用を目指す必要があります。 

現在、建築士として登録されている５０歳以上の割合が半数を超えると言われ

ており、若手建築士の増加と活躍が期待されています。日本全体で人材不足が

問題となっている中で、更なる人材確保、人材育成は課題であり、働き方改革

や待遇の改善で人材の確保と、労働者年齢の若年化は急務と言えます。 

設計に関するＤＸ化については、プロジェクトにおけるＢＩＭの使用が義務

付けられるケースも増えています。ＢＩＭの活用により設計の効率化と精度の

向上が期待されるとともに、ＡＩの導入による安全性向上やコスト削減、人材

不足の対策も期待されています。また、災害の種類やその危険性は地域により

大きく変わりますので、建築立地や構造に応じた適切な災害対策が不可欠です。 

移り変わる社会情勢の中で、建築士に求められる要求は多岐にわたり継続的に

行うべきものが多くあります。昨年度、会費改定が理事会で承認されました。

今まで以上に会員一人ひとりの力が十分に発揮できるような会の環境づくり、

委員会活動の充実及び連携、社会貢献できる体制を充実させ社会に必要とされ

る自立した会として多くの仲間たちと活動するために、以下の重点政策を掲げ、

諸事業を実施します。 

 

長期目標 

１．建築士会会員として、建築士会の綱領及び会員倫理規程を遵守する。 

２．会員の底上げを図り、建築士会の運営を安定させる。 

３．建築士会への当然加入をまずは千葉県版として啓蒙していき、関東甲信

越ブロック、全国へと発展させていく活動を推進する。 

     

中期目標 

 １．人材発掘と人材育成に力をいれ、登録講師等を増員するとともに、各支

部と連携して専門家としてのスキルアップを図る。 

 ２．社会貢献活動の促進として、応急危険度判定等の災害ネットワークの活

用、建築相談の実施、千葉県地域貢献活動センター活動の推進を図る。 



 

 ３．建築会館の維持保全活用を検討する。 

 ４．建築士会活動は、公益性、共益性、収益性を考慮し、自立且つ自律でき

る組織づくりを推進する。 

 ５．会員の福利厚生事業の推進を図る。 

 ６．賛助会員の拡大及び会員と賛助会員の交流活性化を推進する。 

 

事業内容 

１ 会員の指導・連絡・組織の強化 

（１）建築士会会員の拡大推進運動 

（２）会誌「建築士ＣＨＩＢＡ」の発行 

（３）各委員会の組織及び連携の強化 

（４）各支部の連絡調整及びブロック会の充実 

（５）功労者・伝統的技能者の表彰 

（６）支部交流会の実施 

（７）学生部会への支援 

（８）ＩＣＴを活用した事業の推進 

 

２ 建築士の研修の充実 

 （１）「建築士の日」記念事業の開催 

 （２）建築士の技術に関する講習会・研修会の実施 

（３）建築士会全国大会「大阪大会」への参加及び協力 

（４）関ブロ青年協大会「東京大会」への参加及び協力 

（５）全国女性建築士連絡協議会「山形大会」への参加及び協力 

 

３ 建築士の業務の周知改善 

（１）建築基準法・建築士法等の改正に伴う周知 

（２）応急危険度判定士認定講習会受託業務の実施 

（３）違反建築物防止・防災・労災週間行事への協力 

（４）建築設計関連六団体連絡協議会及びちば安心住宅リフォーム推進協議

会への参加 

（５）業務報酬及び受発注の適正化の推進 

（６）木造建築物の設計・施工に係る人材育成及び千葉県内の建築物におけ

る木材利用の促進 

（７）建築士いえづくりの会への支援、協力 

 

４ 建築士制度への取り組み 

 （１）建築士継続能力開発（ＣＰＤ）制度の推進 

 （２）専攻建築士制度の推進 

 （３）一級建築士免許登録受託業務の実施 

 （４）二級・木造建築士免許登録業務の実施 

 （５）一級・二級・木造建築士試験受託業務の実施 

 （６）建築士免許証明書交付式の実施 

 （７）建築士法に定める建築士定期講習受託業務の実施 



 

 （８）建設業法に基づく監理技術者講習受託業務の実施 

 （９）宅建業法に対応した既存住宅状況調査技術者講習受託業務の実施 

 

 

 

 

５ 社会的活動の拡充 

（１）建築士の社会貢献活動・建築相談・高齢者支援の推進 

（２）行政への協力 

（３）景観整備機構指定業務の推進 

（４）地域貢献活動の推進 

（５）災害発生に伴う「応急危険度判定士ネットワーク」及び「災害対応ネ

ットワーク」の体制の整備・活動の推進 

（６）関東甲信越建築士会ブロック会災害時相互協力に伴う体制の整備 

（７）千葉県建築文化賞及び千葉県建築学生賞への協力 

（８）高校生の建築甲子園千葉大会の実施 

（９）関係団体との連携及び協力体制の強化 

 

６ 福利厚生事業の取り組み 

（１）共済補償制度（生命保険、傷害保険の団体割引等）の推進 

（２）会員の視察研修・スポーツ大会及び同好会への支援 

（３）建築関係図書及び諸申請書等の販売・拡充 

（４）建築会館の有効活用化 

 


